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(2) 

町民 1人当りに使用されたお金 (総額 171、029円)

議墨 鰐 舗 編事 締 強グ
土 木 費 総 務 費 民 生 費 衛 生 費 教 z円~ 費 そ の 他

21.1 52 円 60，678 円 1 9.91 7 円 16.667 円 1 7，3 10 円 35.305 円

報広町和昭

み
な
さ
ん
の
税
金
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、

そ
の
収
支
は
ど
う
な
っ

た
か
、
五
十
四
年
度
決

算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
し
ょ
う
。

況状ろ
ーラ

ιー

決算のあらまし

新
庁
舎
工
事
着
工
、

町
内
道
路
網
の
整
備
な
ど

五
十
四
年
度
は
新
庁
舎
工
事
着
工
、

中
央
道
対
策
や
都
市
基
盤
づ
く
り
、

町
民
福
祉
な
ど
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

特
に
初
年
度
工
事
と
し
て
着
工
し

た
新
庁
舎
は
、
二
億
六
千
六
百
二
十

六
万
円
を
計
上
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
基
本
氏
、
時
代
に
即
応
し

た
庁
舎
建
設
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

申
央
道
や
幹
線
道
路
の
建
設
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
本
町
に

お
い
て
、
接
続
す
る
町
内
道
路
網
の

出

盤
講
も
計
画
的
促
進
め
ら
れ
、
町
道

・
生
活
関
連
道
路
の
舗
装
、
改
良
十

路
線
、
継
続
の
道
川
都
市
下
水
路
事

業
の
完
成
、
ま
た
、
上
河
東
地
内
に

近
代
的
な
建
物
町
営
住
宅
六
戸
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

乙
の
他
、
地
方
病
溝
き
ょ
四
千
百

九
十
七

m
の
実
施
、
農
道
や
用
排
水

路
の
整
備
、
農
業
団
体
・
老
人
ク
ラ

ブ
の
育
成
補
助
、
二
十
九
人
乗
り
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
の
購
入
、
交
通
安
全
対

1. 4 1 1.7 2 3千円

( 100%) 

積立金

134.010 (9.5%) 

補助費

137.156( 9.7%) 

普通建設事業

扶助費

111.776(7.9%) 

策
事
業
と
し
て
危
険
箇
所
に
カ

l
ブ

ミ
ラ

l
・
防
護
さ
く
の
取
付
け
、
地

震
対
策
と
し
て
、
発
電
機
、
貯
水
の

う
、
ろ
水
機
、
消
防
車
無
線
機
な
ど

を
取
付
け
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え

ま
し
た
。

住
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
管
理
を

図
る
た
め
、
住
民
検
診
の
実
施
、
教

養
と
知
識
・
親
睦
を
深
め
る
各
種
学

級
講
座
の
開
講
な
ど
が
主
な
事
業
内

容
で
す
。

607.62 9 

( 42.9%) 

公債費

95.313( 6.8%) 

そ の 他

9 O. 5 7 9 ( 6.4%) 



電気税

2.0 4 ~~円

報

固定資産税

20.190 円

特別土地保有税

718 円

軽自動車税

539 円

広町和

町たば乙消費税

2.625 円

日百

税

円

町民

18.42 7 

(3) 

議主q

母/続議議診

頂
周
こ
中
、
、
る

I
リ鬼

h
川
三
日

y
v
J
l
デ
」

-
4
m岡
本
駐

昨
年
比
十
九
・
二
凶
ン
判
増

個
人
分
二
千
七
十
四
万
円
、
法
人
分

五
十
七
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
お
い
て
も
順
調
な
伸
び

を
し
め
し
て
お
り
、
固
定
資
産
税
に

お
い
て
は
、
土
地
九
百
一
万
円
、
家

屋
一
千
百
十
五
万
円
、
償
却
資
産
七

百
六
十
二
万
円
、
そ
の
他
納
付
金
・

ホ
符
金
な
ど
に
よ
り
三
十
四
万
円
。

電
気
税
三
百
三
十
二
万
円
、
町
た
ば

乙
消
費
税
二
百
十
二
万
円
、
軽
自
動

車
税
六
十
九
万
円
、
土
地
保
有
税
四

百
六
十
一
万
円
の
増
と
な
り
ま
す
。

ど

4年度

、‘.
a
し

昭和 5

542円)

だ

44、

の

(総額

町

町民 l人当りが負担した町税

l歳入 l一
般
会
計
歳
入
予
算
十
四
億
二
千

六
百
四
十
八
万
円
に
た
い
し
収
入
済

額
は
六
百
七
十
三
万
円
多
い
十
四
億

三
千
三
百
二
十
二
万
円
。

支
出
は
十
四
億
一
千
百
七
十
二
万

円
差
し
引
き
二
千
百
四
十
九
万
円

が
五
十
五
年
度
へ
繰
越
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
の
二
十
六
%
を
し
め
る
町
税

も
、
五
十
三
年
度
に
比
較
し
て
六
千

十
六
万
円
十
九
・
二
%
の
増
と
な
り
、

そ
の
内
訳
を
み
て
み
ま
す
と
、
町
民

税
二
千
百
三
十
一
万
円
、
こ
の
う
ち

1. 4 3 3.2 2 2千円

( 100%) 

地方交付税

369.1 47 

(25.8%) 

入歳

税

37 3，2 64 

町

町
民
ひ
と
り
当
り
の
負
担
額
は
四

万
四
千
五
百
四
十
二
円
K
た
い
し
、

見
返
り
は
十
七
万
一
千
二
十
九
円
で

す。一
保
一
二
万
円
で

一
国
一
五
万
円
の
恩
恵

国
保
会
計
の
支
出
済
額
九
十
四
%

に
あ
た
る
総
医
療
費
は
、
二
億
七
千

二
十
八
万
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
保
険
者
負
担
は
一
億
九
千
百
七
十

四
万
円
、
ひ
と
り
当
り
の
受
診
回
数

は
五
・
八
回
と
な
り
ま
す
。

保
険
税
収
納
率
は
、
九
十
九
・
二

二
%
、
一
千
二
百
八
十
五
万
円
の
繰

(25.9%) 

150，000 ( 10.5%) 

そ の 他

10 7，425 ( 7.5%) 

入

189.200 ( 1 3.2%) 

債

繰

越
し
で
す
。

被
保
険
者
ひ
と
り
当
り
の
平
均
税

負
担
は
二
万
一
千
四
百
十
円
に
た
い

し
、
医
療
費
は
五
万
一
千
四
百
八
十

七
円
、
自
己
負
担
の
倍
以
上
の
恩
恵

を
受
け
て
い
ま
す
。



住
宅
や
住
宅
用
地
の
取
得
は

不
動
産
取
得
税
の
軽
減
を

ロ
、
申
古
住
宅
を
取
得
し
た
日
以
前

十
年
以
内
に
新
築
さ
れ
た
住
宅
で
あ

住
宅
を
新
築
、
増
築
、
改
築
、
売
る
こ
と
。

買
、
交
換
、
贈
与
な
ど
に
よ
り
取
得
ハ
、
申
古
住
宅
を
取
得
し
た
日
以
前

し
た
人
、
文
は
、
住
宅
用
土
地
を
亮
一
年
以
内
に
持
ち
家
に
住
ん
だ
こ
と

買
、
交
換
、
贈
与
な
ど
に
よ
り
取
得
の
な
い
人
。

し
た
人
で
、
次
に
該
当
す
る
も
の

の
住
宅
用
土
地
を
取
得
し
た
場
合

。
住
宅
の
延
床
面
積
が
百
六
十
五
ぽ
イ
、
土
地
を
取
得
し
た
日
か
ら
二
年

(
約
五
十
坪
)
以
下
で
あ
る
こ
と
。
以
内
K
、
そ
の
土
地
の
上
に
特
例
住

(
特
例
適
用
住
宅
と
い
う
)
宅
を
取
得
し
た
場
合

。
申
古
住
宅
を
取
得
し
た
場
合
ロ
、
土
地
を
取
得
し
た
日
前

一
年
以

イ
、
中
古
住
宅
の
延
床
面
積
が
四
十
内
に
そ
の
土
地
の
上
K
特
例
適
用
住

ぽ
(
約
十
二
坪
)
以
下
で
百
六
十
五
宅
を
取
得
し
て
い
た
場
合
。

和
一
印
刷
(
約
五
十
坪
)
以
下
で
あ
る
ζ

と
。

ハ
、
土
地
を
取
得
し
た
日
か
ら
一
年

-hげ
か
か
か
hげ
か
か
か
か
か
9
0
9
9
9
L
V
9
9
9
0
hげ
か
ん
ゲ
汐
か
か
汐
9
9
9
9
L
V
Oか
ん
ゲ
か
ん
ザ
汐
Ohqhゲ9
0か
か
か
か
か
か
か
汐
。

昭

和

四

十

五

年

定

め

る

自

由

倒

|

十

月

一

日

以

前

に

到

菊

と

な

り

封

麟

小
作
契
約
し
て
い
ま
す
。

い
特
訓

ハ
リ
+
当
寸
d

る

農

地

小

作

料

金

そ

こ

で

、

日

目

剛

は

、

国

の

統

制

小

農

業

委

員

会

一

日

新

作
料
額
K
よ
っ
て

で

は

一
般

的

俳

玉

決

め

ら

れ

て

い

ま

な

目

や

す

と

稲

尽

し
た
。

な
る
小
作
料

Z
・

5

乙
の
制
度
が
本
の
標
準
額
を

年
九
月
三
十
日
に
定
め
て
あ
り

廃
止
さ
れ
、

今
後
ま
す
の
で
、

は
貸
手
と
借
手
の
到
菊
の
と
き

自
主
的
な
話
し
合

K
は
参
考
に

い
で
小
作
料
額
を
し
て
下
さ
い
。

(4) 

減
額
が
受
け
ら
れ
る
要
件

報広町昭

農地の統制小作料制度が

廃止になりましだ。

S 53. 3.20決定小作標準額10 a当り

20.000円
19.000円

昭和町役場内農業委員会事務局
電話 2 1 1 1番

水 田
翫童相

問合せ先

以
内
K
そ
の
土
地
の
上
に
あ
る
既
存

住
宅
を
取
得
し
た
場
合
。

二
、
土
地
を
取
得
し
た
日
前
一
年
以

内
に
そ
の
土
地
の
上
に
あ
る
既
存
住

宅
を
取
得
し
て
い
た
場
合
。

十
一
月
は

青
少
年
健
全
育
成
月
間

青
少
年
の
た
め
の
町
民
会
議

次
代
を
担
う
青
少
年
が
自
分
の
役

割
と
責
任
を
自
覚
し
、
広
い
視
野
と

豊
か
な
情
操
を
養
い
、
心
身
と
も
に

健
や
か
に
成
長
す
る
ζ

と
は
私
た
ち

す
べ
て
の
願
い
で
す
。

今
年
度
重
点
目
標
が
左
記
の
と
お

り
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
各
家
庭
や

地
域
に
お
い
て
話
し
合
い
を
励
行
し
、

共
通
な
理
解
と
自
覚
の
も
と
に
健
全

育
成
活
動
を
推
進
し
て
下
さ
い
。

①
青
少
年
の
社
会
参
加
活
動
の
実
施

青
少
年
の
自
立
心
を
向
上
さ
せ
、

社
会
連
帯
意
識
を
譲
成
す
る
に
は
、

社
会
参
加
活
動
が
重
要
な
役
割
り
を

果
し
て
お
り
ま
す
。

日
常
の
あ
ら
ゆ
る
場
で
積
極
的
に

各
種
活
動
に
参
加
さ
せ
て
、
参
加
の

意
義
と
方
法
等
の
理
解
認
識
K
つ
と

め
ま
し
ょ
う
。

②
地
域
に
お
け
る
青
少
年
育
成
活
動

大
人
が
息
見
と
責
任
を
も
っ
て
青

心牛
K
働
き
か
け
る
乙
と
が
極
め
て

重
要
で
す
。

我
が
子
も
他
人
の
子
も
同
様
K
見

守
り
、
健
全
な
成
長
を
妨
げ
る
有
害

な
地
域
環
境
の
排
除
に
つ
と
め
ま
し

ょ
〉つ
。

③
健
全
な
家
庭
生
活
の
普
及

家
庭
は
社
会
の
基
本
で
あ
り
、
人

間
形
成
に
と
っ
て
大
切
な
場
で
あ
り

ま
す
。

親
子
、
兄
弟
姉
妹
の
人
間
関
係
か

ら
生
活
の
充
実
を
は
か
り
、
過
保
護

あ
ま
や
か
し
で
は
伝
い
か
と
、
親
は

雲
仙
識
し
て
つ
と
め
て
親
子
の
話
し

合
い
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

H
l
i一

日
-
え
時

月

換

れ

は

切

削

「
|
|
一

動
産
費
支
給

八
万
円
に
引
上
げ

被
保
険
者
資
格
の
あ
る
女
子
が
、

妊
娠
四
ヶ
月
を
乙
え
出
産
し
た
場
合
、

従
来
六
万
円
の
助
産
費
が
支
給
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
の
九
月
定

例
議
会
に
お
い
て
引
上
げ
が
寧
認
さ

れ
、
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
一
日
以

降
の
出
生
よ
り
八
万
円
と
決
定
し
ま

し
た
。

日召
寸和
七局
五に
恥市

釜自
主審
ま
す

十
二
月
一
日
午
後

二
時
か
ら
従
来
の
市

外
局
番
O
五
五
二
七

五
が
O
五
五

二
K
、
又
末
尾
L
l

七
五
」

が
市
内
局
番
に
変
わ
り
ま
す
。

ζ

れ
に
よ
り
、
甲
府
市
ほ
か
七
町

村
相
互
間
の
通
話
が
市
内
通
話
の
扱

い
に
な
り
、
市
内
局
番
と
加
入
者
番

号
で
つ
な
が
る
よ
う
K
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
昭
和
か
ら
甲
府
に
電
話

を
か
け
る
場
合
現
在
、

O
五
五
二
l

ム
ム
l
×
×
×
×
と
ダ
イ
ヤ
ル
し
て

い
ま
す
が
、
市
外
局
番

(O
五
五
二
)

は
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
必
要
が
な
く
な
り

ム
ム
l
×
×
×
×
と
ダ
イ
ヤ
ル
す
れ

ば
つ
な
が
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

昭
和
局
管
内
同
士
の
通
話
も
「
七

五
」

l
×
×
×
×
と
、
二
ケ
タ
の
市

国
同
番
と
加
入
者
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
と
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
通
話
料
金
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

誌と出品
現在

市列局番市内周番

市川大門・三珠 0552 72 05527 2 

田富・玉穂 0552 73 05527 3 

阻 手口 0552 7 5 055275 ナシ

竜 王 0552 76 05527 6 

敷 島 0552 77 05527 7 



岡
国
は
幸
せ
な
暮
ら
し
の

グ
後
ろ
盾
H

LTZLも施行」

遺
産
を
子
供
と
と
も
に
相
続
す
る
場
合
、
配
偶
者
の
相
続

分
が
三
分
の
一
か
ら
二
分
の
一
花
引
き
上
げ
る
な
ど
、
「
民

法
及
び
家
事
審
判
法
」
の
一
部
が
五
月
九
日
改
正
さ
れ
ま
し

昭
和
五
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
わ
た

し
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
係
の
深
い
主
な
改
正
点
に
つ
い
て
C

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

報広

配
偶
者
の
相
続
分
引
上
げ

町

配
偶
者
の
相
続
分
が
、
子
と
と
も

に
相
続
す
る
と
き
は
遺
産
の
二
分
の

一
(
今
ま
で
は
三
分
の
一
)
、
被
相

続
人
(
死
亡
し
た
人
)
の
直
系
尊
属

(
両
親
)
と
と
も
に
相
続
す
る
と
き

は
三
分
の
二
(
同
二
分
の
一
)
、
被

相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
と
と
も
K
相
続

す
る
と
き
は
四
分
の
三
(
同
三
分
の

一U
K

、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ

和昭

4
2
 

書tイ呂右

(5) 

ー一
3

ま
し
た
。
「
民
法
第
九
O
O
条
」

同
時
K
、
配
偶
者
に
対
す
る
相
続

税
に
つ
い
て
も
、
そ
の
相
続
額
が
遺

産
の
二
分
の

一
以
下
(
今
ま
で
は
三

分
の
一
以
下
)
ま
た
は
四
千
万
円
以

下
の
場
合
は
、
課
税
さ
れ
な
い
乙
と

に
な
り
ま
し
た
。
(
相
続
税
法
第

一

九
条
の
二
)

兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
続
に
制
限

こ
れ
ま
で
は
、
代
襲
相
続
人
(
相

続
人
が
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
相
続
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、

代
わ
り
に
相
続
す
る
人
)
の
範
囲
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
乙

れ
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
被

相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
が
相
続
人
で
あ

る
受
口
の
代
襲
相
続
人
は
、
兄
弟
姉

妹
の
子
(
被
相
続
人
の
お
い
、
め
い
)

に
制
限
き
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(
民
法
第
九
O
一
条
第
二
項
)

「
遺
留
分
」
が
引
上
げ

「
遺
留
分
」
と
は
、
相
続
人
が
取

得
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
最
低
限

度
の
財
産
の
こ
と
で
す
。

乙
れ
ま
で
、
遺
留
分
は
、
直
系
卑

属
(
子
や
孫
)
の
み
が
相
続
人
の
場

合
、
及
び
直
系
卑
属
と
配
偶
者
が
相

続
人
の
場
合
は
相
続
財
産
の
二
分
の

一
、
そ
の
他
の
場
合
は
相
続
財
産
の

三
分
の
一
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
う
ち
「

相
続
財
産
の
三
分
の
一
」
と
さ
れ
て

い
る
「
そ
の
他
の
場
合
」
の
中
で
、

①
配
偶
者
の
み
が
相
続
人
の
と
き
、

②
配
偶
者
及
び
直
系
尊
属
が
相
続
人

の
と
き
、
ま
た
は
③
配
偶
者
及
び
兄

弟
姉
妹
が
相
続
人
の
と
き
の
遺
留
分

が
、
相
続
財
産
の
二
分
の
一
に
引
き

・
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

乙
れ
は
、
配
偶
者
の
相
続
分
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
K
伴
い
、
遺
留

分
に
つ
い
て
も
、
相
続
人
中
K
配
偶

者
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
す
べ
て
二

分
の
一
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で

す
。
(
民
法
第
一

O
二
八
条
)

第
一
回
山
梨
県
技
能
ま
つ
り

十
一
月
は
「
技
能
尊
重
月
間
」
、

十
日
は

「
技
能
の
日
」
で
す
。
そ
こ

で
第
一
回
山
梨
県
技
能
ま
つ
り
が
行

わ
れ
ま
す
。

期
日
十
一
月
九
日
・
十
日

場
所
甲
府
高
等
技
能
専
門
学
院

(
甲
府
市
塩
部
三
丁
目
)

乙
の
技
能
ま
つ
り
は
、
技
能
専
門

学
院
の
訓
練
生
お
よ
び
技
能
士
が
日

喜
柏
っ
た
技
能
を
一
般
消
費
者
の
皆

さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
、
技
能
に
対

す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
技
能
士
や
訓
練
生
の
作

品
の
展
示
・
即
売
も
行
い
ま
す
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

低
所
得
者
向
け
の
町
営
住
宅
が
、

現
在
一
戸
空
家
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
居
希
望
者
は
建
設
課
ま
で
問
い

合
せ
下
さ
い
。

な
お
、
乙
の
住
宅
は
年
間
所
得
や

家
族
構
成
に
よ
り
制
限
が
あ
り
ま
す
。

例
l
給
与
所
得
者
一
人
の
場
合
で

家
族
三
名
で
は
、
二
百
四
十
万
円
以

内
と
な
り
ま
す
。
。

昭
和
五
十
五
年
度
生
産
者
米
価
決
ま
る

|
|
二
・
三
四
ン
判
引
上
げ
|
|

巴
引
上
げ
ら
れ
て
、
次
の
よ
う
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
二
日
、
昭
和
五
十
五
年
産
生

産
者
米
価
が
前
年
度
よ
り
二
・
三
%

(
玄
米
六
十
回
ゴ
た
り
三
百
九
十
五

@うるち玄米 1~5類 1~2等平均包盛込み

価格 60k泊り 17，674円

。類i1l路差 3類を基準 60kg当り

1類…十 400円 2類…十250円

4類…ー200円 5類…-600円

o等級間格差 1等を基準 60kg当り

2等…-320円 3等 "-1，320円

o歩留加算期語、期版ぴ::ft控を除く

雄誠の~Kっき、 60kg当り+ 40円

。山梨県産米政府買入価格

単位・円

~~m 55年W.K稲うるち米

1 等 2 等 3 等

30 k g紙袋 8，868 8，708 8，208 

60kg YA 17，832 17，512 16，512 

麻袋 GB 17，771 17，451 

卸価格は包接ft，歩留力躍を含んでいます。



(6) 

台
強
い
選
手
宣
誓
を
す
る

押
越
代
表
者

報広町和昭

力ゴを目がけてコントロール
お年寄り参加の童心lこかえって

四
年
間
無
病
の
二
名

国
保
連
合
理
事
長
表
彰

去
る
十
月
十
四
日
、
県
民
会
館
小

ホ
ー
ル
で
国
保
強
調
月
間
の
一
環
と

し
て
、
園
田
杯
優
良
被
保
険
者
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
当
町
に
お
い
て
も
押

部落得票係も票よみにおあいそがし

警
戒
宣
言
は
、

「
二
!
三
日
ま

た
は
数
時
間
以

内
に
地
震
が
起

こ
る
可
能
性
が

極
め
て
高
く
な
っ

て
い
る
の
で
、
避

難
準
備
を
し
て

下
さ
い
」
と
い

A
醤
告
で
す
。

ラ
ジ
オ
・
テ
レ

ビ
・
役
場
・
消
防

署
な
ど
か
ら
の
情
報
に

越
の
有
賀
と
よ
子
さ
ん
、
同
山
田
美

明
さ
ん
の
二
名
の
被
保
険
者
が
、
国

保
連
合
会
理
事
長
表
彰
を
受
彰
致
し

ま
し
た
。

二
人
は
、
四
年
間
無
病
で
か
つ
保

険
腕
を
引
き
続
き
三
年
間
完
納
し
、

他
の
模
範
と
な
る
被
保
険
者
で
あ
る

こ
と
か
ら
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、

当
日
は
表
彰
式
に
引
き
続

き
国
保
運
営
協
議
会
委
員
の
研
修
も

行
わ
れ
、
国
保
中
央
会
よ
り
講
師
を

招
い
て

「
国
保
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
」

と
い
う
議
題
で
講
演
も
行
わ
れ
、
委

員
の
皆
さ
ん
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

は
絶
え
ず
注
意
し
、
避
難
場
所
、
避

'
難
順
路
の
確
認
を
し
て
い
ざ
と
い

脚
う
と
き
K
備
え
る
準
備
が
必
要
で

瞳

す

。

瞳
ま
た
、
状
況
に
よ
っ
て
は
電

離
気
、
ガ
ス
、
水
道
が
一
時
的

輔
瞳
に
せ
よ
止
ま
っ
た
り
、
避
難

喝

場

所

K
よ
っ
て
は
、
水
・
食
糧

『
な
ど
の
供
給
が
す
ぐ
で
き
な
い

一
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

必
要
な
も
の
を
入
れ
て
お
く
非
常

用
持
ち
出
し
袋
を
作
っ
て
お
く
こ
と

も
た
い
せ
つ
で
す
。

町
/
民
/
俳
/
句

「露

震
叩
寒
や

友
の
卦
知
ら
す

第
十
九
回
昭
和
町
体
育
祭
が
、
十
月
十
日
押
申
グ

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
朝
か
ら
ど
ん
よ
り
と
曇
り
、
夕
方
K
は

小
雨
が
降
り
出
す
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
若

い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
と
ん
だ
り
、
は
ね
た
り
一

日
中
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

部
落
対
抗
競
技
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
目
を
む
ら
な
く

得
点
し
た
押
越
チ
!
ム
が
、

三
年
連
続
優
勝
、
以
下

西
条
二
区
、
西
条
一
区
の
順
で
し
た
。

露
英
、
や
捨
て
に
し
猫

露
寒
に
下
校
児
蹴
る
や

霊
山
寒
の

灯
を
一
連
K

清
水

老
い
母
の
早
野
良
仕
度

一
杯
の
お
茶
し
み
じ
み
と

露
寒
し

時
計
表
の
み
の

寒

長
電
話

桑
原

丑
寅

抱
き
か
え
る

伊
藤

春
江

空
鐘
の
音

河
田

空

島
の
暁喜

水

露
寒
し美

子

露
寒
く

輿
石

3
6代

河
野

田
舎
駅

磯
部

信
与

露
寒
や
ア
イ
ロ
ン
ひ
そ
と
灼
け
続
く

震
叩
寒
の

桑
切
月
の

露
寒
し

母
の
形
見
の

露
寒
し

清
水

年
江

光
る
ま
で

井
上
ま
さ
江

日
和
下
駄

高
野

久
枝

花
器
の
み
置
か
れ
待
合
室

会
小
命
な
く

孤
独
の
蝶
や 内

藤
ふ
く
次

露
寒
し

上
田

栄
月



昭
和
町
地
名
の
由
来

雨

{
呂
侍
式

郷
土
研
究
部
長

報

地
名
の
数
は
全
国
で
二
千
万
と
も

三
千
万
と
も
或
い
は
そ
れ
以
上
と
も

言
わ
れ
、
又
地
名
に
は
合
成
地
名
や

漢
字
を
当
て
字
と
し
た
も
の
等
そ
の

ま
ま
で
は
意
味
の
分
か
ら
な
い
も
の
、

行
政
区
画
の
変
更
に
よ
る
新
地
名
や
、

又
、
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
、
歴
史
的
地
名
が
無
く
な
る
等
、

地
名
の
由
来
を
解
明
す
る
に
は
相
当

の
困
難
が
伴
う
・
も
の
で
あ
り
ま
す
。

胆
相
町
の
地
名
は
字
が
十
、
小
字
が

百
五
十
四
そ
の
他
俗
称
が
相
当
多
数

あ
り
ま
す
。

広町和昭(7) 

当
町
の
沿
革
に
付
て
は
新
庁
舎
前

K
昭
和
町
議
会
の
寄
贈
に
よ
る
石
碑

に
、
詳
細
に
彫
つ
で
あ
る
。

昭
和
町
は
釜
無
川
沖
積
原
(
氾
濫

原
中
の
申
央
児
位
し
て
お
り
、
乙
の

氾
濫
原
の
開
拓
は
そ
の
末
端
部
(
扇

端
部
)
か
ら
順
に
上
部
氏
移
行
し
て

扇
央
児
及
び
、
最
後
と
な
る
の
は
扇

頂
部
で
、
即
ち
開
拓
は
下
流
か
ら
上

流
へ
と
順
次
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

西
条
は
旧
国
母
村
の
上
条

に
対
し
中
古
の
頃
河
の
流
れ

の
西
に
あ

っ
た
の
で
西
条
と

称
し
た
。
乙
の
地
は
甲
斐
源

氏
の
祖
源
義
清
五
十
一
才
(

二
二
五
年
)
の
時
平
塩
岡

(
市
川
大
門
町
)
よ
り
隠
居

し
た
所
で
、

当
時
は
ま
だ
盆

地
の
開
発
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
、
未
墾
の
原
野
や
沼
沢

が
多
か

っ
た
が
、

源
義
清
K

追
随
し
た
人
々
に
よ
り
開
発

さ
れ
た
の
で
、
当
町
と
し
て

は
西
条
本
村
は
早
く
開
発
さ

れ
た
。
甲
斐
国
志
K
「
前
略

l
此
ノ
内
九
十
五
石
五
斗
三

升
五
合
ノ
無
地
引
ア
リ
河
荒

ノ
廃
田
ヲ
開
キ
後
ニ
新
田
一

沿革をあらわす石碑(役場正面玄関前〉

村
ヲ
建
ツ
本
村
ハ
当
筋
二

ア
寛
邑

(
大
き
な
村
)
ナ
リ
」
と
あ
る
。

紙
漉
阿
原
は
古
く
は
阿
荒
と
言
っ

た
。
阿
原
は
湿
地
、
深
泥
の
困
、
湧

泉
の
あ
る
草
付
村
、
浸
水
し
易
い
低

い
地
の
意
で
あ
る
。
乙
の
地
名
は
田

富
町
白
井
阿
原
等
県
内
に
も
多
く
、

又
全
国
的
に
も
分
布
さ
れ
て
い
る
。

紙
漉
阿
原
と
沿
%
の
地
の
河
原
に
発

生
し
た
桑
や
緒
を
原
料
と
し
て
、
豊

富
な
湧
泉
を
利
用
し
て
紙
漉
業
を
営

む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
そ
う
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
種
々
の
事
情

に
よ
り
紙
漉
業
を
行
な
わ
な
く
な
っ

た
が
現
在
も
湧
泉
は
豊
富
で
あ
る
。

甲
斐
国
志
に
「
紙
漉
阿
原
村
l
古
ヘ

阿
荒
ト
言
フ
同
社
(
鎌
田
八
幡
宮
か
)

棟
札
に
見
エ
タ
リ
後
一
一
紙
漉
ト
言
フ

ハ
蓋
シ
村
民
ノ
業
と
セ
シ
コ
ト
有
ル

ベ
シ
」
と
あ
る
。

押
越
は
も
と
河
東
中
島
の
方
に
寄

つ
で
あ
っ
た
が
、
申
古
の
頃
釜
無
川

の
支
流
を
押
越
し
と
い
っ
て
、
川
向

う
の
土
地
を
開
墾
し
た
た
め
と
言
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
後
川
筋
も
変
化
し

た
の
で
現
在
地
の
方
へ
住
み
新
田
を

開
拓
し
た
。
甲
斐
国
志
に
「
押
越
村

l
方
言
他
村
-
一
入
り
耕
ス
ヲ
越
石
ト

言
フ
又
河
沼
等
ヲ
打
コ
シ
テ
開
墾
ノ

地
ナ
ド
ア
ル
ヲ
押
越
ト
呼
べ
リ
今
モ

枝
村
(
曲
淵
、
下
押
越
、
新
田
)
ノ

散
在
セ
シ
村
也
村
北
釜
無
河
ノ
澗
道

土
堤
(
小
学
校
の
北
側
)
多
ク
存
シ

タ
リ
」
と
あ
る
。

河
東
中
島
は
中
古
時
代
洪
水
の
時

河
西
、
上
河
東
の
中
央
の
流
れ
と
、

押
越
、
紙
漉
阿
原
の
方
面
を
流
れ
た

水
と
の
開
花
小
島
が
生
じ
、
そ
の
後

乙
乙
へ
人
々
が
移
り
住
む
よ
う
に
な

っ
て
河
東
申
島
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
甲
斐
国
志
K

「
河
東
中
島
村
l
河
内
路
ノ
小
駅
(

宿
場
の
こ
と
)
五
百
二
石
七
斗
三
升

珪
寝
免
許
ナ
リ
i
後
略
」
と
あ
る
。

本
通
り
を
俗
称
宿
と
言
っ
て
い
る
の

は
、
河
内
路
(
旧
駿
州
往
還
)
の
宿

場
で
あ
っ
て
茶
屋
等
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

上
河
東
は
現
玉
穂
村
下
河
東
K
対

し
上
河
東
と
言
い
、

b逗
土
加
藤
氏
の

子
孫
が
居
を
構
え
た
加
藤
の
郷
八
ケ

村
(
上
河
東
、
下
河
東
、
河
東
中
島

町
之
田
、
井
の
口
、
飯
喰
、
築
地
新

局
玉
川
)
の
う
ち
で
も
と
加
藤
と

一一一口
っ
た
が
今
は
河
東
と
な
っ
て
い
る
。

甲
斐
国
志
K
「
鎌
倉
大
双
紙
-
一
加

藤
次
景
廉
ト
梶
原
ニ
仰
セ
安
田
遠
江

守
ヲ
諒
セ
ラ
ル
l
中
略
甲
斐
ノ
国
ニ

却
勝
ト
言
フ
在
所
ア
ル
ハ
彼
ノ
入
道

妙
法
房
(
景
事
が
居
所
ヲ
後
ニ
所

ノ
名
一
一
申
ス
ト
ナ
リ
!
後
略
」
と
あ

る
。飯

喰
は
信
玄
堤
が
本
竜
王
か
ら
南

へ
旧
玉
幡
、
昭
和
(
旧
常
永
地
区
)

国
富
と
順
次
築
か
れ
た
当
時
、
乙
の

工
事
人
夫
の
飯
場
に
充
て
ら
れ
た
の

で
地
名
に
な
っ
た
と
言
う
。
甲
斐
国

志
に
「
水
役
ノ
頃
役
夫
多
ク
集
リ
飯

炊
ヲ
為
セ
シ
処
ナ
リ
ト
言
フ
」
と
あ

る。
築
地
新
居
は
信
玄
堤
を
築
く
工
事

を
/
行
い
新
村
を
作
っ
た
の
で
地
名
と

な
る
。
甲
斐
国
志
K
「
武
田
ノ
時
ニ

防
河
ノ
大
役
ヲ
興
シ
築
ク
堤
ニ
依
リ

テ
後
世
地
名
ニ
呼
ブ
ト
言
フ
L

と
あ

司
令
。

新
居
「
あ
ら
い
」
①
新
し
い
用
水

路
⑦
新
居
の
意
で
新
村
、
新
し
い
集

落
の
ζ

と
、
乙
の
地
名
は
中
部
関
東

地
方
に
特
に
多
い
「
新
井
、
荒
井
、

若
居
」
ニ
イ
と
も
読
む
。
以
下
次
の

機
会
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
文
芸
第
七
集
に
掲
載
し
た
も

の
を
一
部
補
正
し
て
掲
載
し
ま
し
た

何
分
の
御
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

参
考
文
献

昭
和
村
誌
甲
斐
国
志
角
川
書
庖

地
名
の
語
源
平
凡
社
世
界
大
百
科

事
典
甲
斐
地
名
考
(
佐
藤
八
郎
氏

著
)
岩
波
国
語
辞
典
。

当瑚寺に決壊創立げしかった鍛台新居地
内の釜無II~ 現租まリノいサイ防法がる



報広町和昭(8) 

献血にご協力を---

1 1月 11日(火)午前 10時~正午

午後 1時----3時

場 所中央公民館前駐車場

献血出来る人

①満 16才以上----6 5才未満の人

②体重が男子 4 5 kg、女子 40 kgを乙える人

③前回の採血から 1ヶ月を経ている人

④血液の比重が 1，052以上の人(当日検査)

⑤血液検査の結果適合した人 (当日検査)

⑥当日医師が検診をして健康と認める人

⑦妊娠をしていない人

。なお、採血された場合は、血液型、肝機能、梅毒

等の検査を行いますので健康診断の役目もします。

実施日時

秋期ポリオ生ワク投与実施----

1 1月 5日(水)午後 1時----2時

中央公民館

昭和 54年 8月 1日~昭和 55年 1月 31 

日までの出生児

昭和 55年 2月 1日~昭和 55年 7月 31 

日までの出生児

携帯品母子健康手帳問診票

※なお追加として 11月 1 9 日(水)午後 1 時~2 時を

予定

母子健康手帳交付及び妊婦相談

実施日時 1 1月 1日(土)午前9時~正午

1 1月15日(土 "

申央公民館

=ー乳

実施日時

場所

該当児

所場
吾公
献---康相児健

3種混合予防接種=ー=

1 1月 11日(火)午後 1時---2時実施日時

受付時間

中央公民館所場

該当児・昭和 53年 3月 1日~昭和 5 ~~年 8 月 :3 1 
=ー l才 6ヶ月児健康相談一一

日までの出生児(第 1期 3回目)

-昭和 51年 11月 12日~昭和 53年 2月

2 8日までの出生児で未接種の人

昭和 5 5年 11月 13日(木)

午後 1時""""2時

昭和 54年 3月 1日~昭和 54年 5月 3 1 

日までの出生児

中央公民館

実施日時

該 当児

問診票

不燃物・可燃物収集日

日 程 曜日 地区名 内 円廿相

11月 4日 火 全地区 もえる物

5日 水 " ガラス類

6日 木 11 もえる物

10日 月 グ か

13日 木 か 。

17日 月 グ か

19日 水 西条地区 金属類

20日 木 全地区 もえる物

21日金掬京・開く金属類

25日 火全地区向]

27日 木 汐 か

母子健康手帳
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